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１．調査の概要

 調査対象者：塩尻市在住の15歳以上の市民 3,000人を無作為抽出

 調査期間：2022年5月19日～7月12日

 調査方法：郵送による配布。回答は郵送とWebアンケートの併用

※調査票とともに政策分野ごとに現状・課題等のデータをまとめた資料集を同封

 回収状況：993サンプル（うちWeb回答 396サンプル）

 有効回収率：33.1％
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Web回答画面同封の資料集
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２．調査結果

3

（１）回答者プロフィール
①性別 ②年代分布（5歳刻み） ③地域

④居住年数 ⑤出身地 ⑥居住形態

 15歳～29歳の回答が少な目だが、世代・居住地区など、市民の属性を代表する回答状況
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⑦就業地・通学地 ⑧配偶者の有無 ⑨該当する家族の有無

⑩就業状況 ⑪職種×⑫雇用形態

N 経営者・役員
常時雇用の一般
従業員（正規の
職員・従業員）

臨時雇用、契約
社員、パートタ
イマー、アルバ

イト

派遣社員
自営業主（非会

社組織）
家族従業者

農業 39 10.3% 5.1% 12.8% 0.0% 38.5% 33.3%

漁業 1 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 100.0% 0.0%

鉱業、採石業、砂利採取業 1 0.0% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

建設業 33 15.2% 51.5% 9.1% 0.0% 24.2% 0.0%

製造業 168 4.8% 64.3% 20.2% 7.1% 2.4% 0.0%

電気・ガス・熱供給・水道業 9 11.1% 66.7% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0%

情報通信業 15 0.0% 80.0% 13.3% 0.0% 6.7% 0.0%

運輸業、郵便業 31 3.2% 61.3% 25.8% 6.5% 3.2% 0.0%

卸売業、小売業 68 8.8% 47.1% 36.8% 1.5% 4.4% 1.5%

金融業、保険業 18 5.6% 88.9% 5.6% 0.0% 0.0% 0.0%

不動産業、物品賃貸業 6 16.7% 50.0% 16.7% 0.0% 16.7% 0.0%

学術研究、専門・技術サービス業 21 14.3% 52.4% 9.5% 9.5% 14.3% 0.0%

宿泊業、飲食サービス業 29 10.3% 17.2% 62.1% 0.0% 0.0% 10.3%

生活関連サービス業、娯楽業 21 9.5% 19.0% 42.9% 4.8% 14.3% 9.5%

教育、学習支援業 31 3.2% 45.2% 41.9% 0.0% 9.7% 0.0%

医療、福祉 115 6.1% 49.6% 41.7% 0.9% 0.0% 0.9%

複合サービス事業（郵便局・協同組合） 9 0.0% 66.7% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%

13～18以外のサービス業 36 13.9% 22.2% 47.2% 0.0% 11.1% 0.0%

公務 58 1.7% 60.3% 34.5% 0.0% 1.7% 0.0%

全体 709 6.9% 50.2% 29.8% 2.7% 6.8% 2.8%
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度数（件）
割合（％）

※人数ベース
割合（％）

※件数ベース

子ども・子育て 573 58.5 19.7

学校教育・家庭支援 373 38.1 12.8

伝統・文化・スポーツ・生涯学習 94 9.6 3.2

地域経済・産業・就労 502 51.3 17.3

環境・気候 103 10.5 3.5

地域ブランド・観光・交流 218 22.3 7.5

地域社会 91 9.3 3.1

医療・介護・保健・福祉 648 66.2 22.3

防災・インフラ・都市計画 271 27.7 9.3

行政運営・参画協働 24 2.5 0.8

その他 6 0.6 0.2

合計（回答人数） 979

合計（回答件数） 2,903
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（２）これからの10年に向けて投資すべき分野
①投資すべきまちづくりの分野

＜最優先/２番目/３番目 比較＞ ＜最優先～３番目の合計回答数＞

❸

 最優先投資分野は32.4％の市民が「子ども・子育て」をあげてい
る方が最も多い。次いで、「医療・介護・保健・福祉」「地域経済・産
業・就労」の順に多い

 最優先分野から3番目までを合計すると、 「医療・介護・保健・福
祉」が最も多くなる。次いで、「子ども・子育て」「地域経済・産業・
就労」の順に多い

❶

❷
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全体 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳

子ども・子育て 58.4 43.2 75.9 81.0 57.7 47.3 52.1 60.5

学校教育・家庭支援 38.0 75.7 50.6 59.5 41.2 26.4 31.6 25.9

伝統・文化・スポーツ・生涯学習 9.6 10.8 8.9 6.9 9.3 12.9 10.2 6.8

地域経済・産業・就労 51.4 37.8 54.4 37.9 51.1 55.7 50.7 59.2

環境・気候 10.4 8.1 8.9 3.4 7.7 11.9 14.9 12.2

地域ブランド・観光・交流 22.3 27.0 24.1 19.0 22.0 24.9 22.8 19.0

地域社会 9.3 5.4 7.6 3.4 9.9 8.5 13.5 10.2

医療・介護・保健・福祉 66.2 51.4 40.5 63.8 65.9 71.6 68.4 75.5

防災・インフラ・都市計画 27.7 24.3 27.8 19.8 26.9 34.8 28.8 24.5

行政運営・参画協働 2.5 2.7 1.3 1.7 4.9 1.5 2.8 1.4

その他 0.6 0.0 0.0 2.6 1.1 0.5 0.0 0.0

(回答人数） 977 37 79 116 182 201 215 147
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＜年代別の比較＞ ※割合は回答人数ベース

【参考】 塩尻市職員アンケート「これからの10年で重要だと思う個別分野」 （R3年度実施）
５つまで回答 ※回答人数ベース

 年代別の傾向をみると、10代は「学校教
育・家庭支援」、20～3０代は「子ども・
子育て」、50代以上で「医療・介護・保
健・福祉」、70代で「地域経済・産業・就
労」を投資分野としてあげる人の割合が
多い⇒分野それぞれの受益者世代で関
心が高くなる傾向

 参考として市職員の考える重要分野と
は、一人当たりの回答数が異なる違い
はあるが、市民の方が３つの分野により
集中している

年齢不明２人含まず

（％）
全体 20代以下 30代 40代 50代以上

こども・子育て 39.5 39.1 35.2 41.8 41.9
学校教育 18.0 11.6 21.6 19.8 17.4
伝統・文化・スポーツ・生涯学習 12.3 7.2 11.4 14.3 15.1
地域経済・産業・就労 30.2 37.7 29.5 29.7 25.6
環境・気候 14.1 5.8 15.9 16.5 16.3
観光・交流・地域ブランド 24.6 39.1 25.0 19.8 17.4
地域社会 20.7 13.0 14.8 23.1 30.2
医療・介護・保健・福祉 27.5 23.2 20.5 26.4 39.5
防災・都市計画・インフラ 35.3 26.1 28.4 50.5 33.7
行政運営・参画協働 15.9 18.8 14.8 9.9 20.9
その他 3.6 0.0 4.5 2.2 7.0

回答人数（人） 334 69 88 91 86
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【参考】5次総時（H25年）のアンケート

「10年先の塩尻」を考えた時に特に重要な分野
（３つまで選択）

回答人数ベース N＝425

今回調査の「投資すべき分野」（３つまで）

回答人数ベース N＝979
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度数（件）
割合（％）

※人数ベース
割合（％）

※件数ベース
26 ｼﾋﾞｯｸﾌﾟﾗｲﾄﾞ､市への愛着の醸成 28 3.0 0.7

27 塩尻地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの確立 98 10.3 2.3

28 ﾜｲﾝ･漆器など地場産業の振興 72 7.6 1.7

29 観光資源の磨き上げ 53 5.6 1.3

30 稼げる観光地づくり 113 11.9 2.7

31 塩尻ﾌｧﾝや関係人口の獲得 46 4.9 1.1

32 自治会組織の見直し 136 14.3 3.2

33 住民同士の支え合い 75 7.9 1.8

34 自助･互助･共助･公助の整理 27 2.8 0.6

35 医療体制の充実 301 31.8 7.1

36 医療･介護人材の確保 235 24.8 5.6

37 介護予防･健康寿命の延伸 97 10.2 2.3

38 障がい者の社会参加促進 41 4.3 1.0

39 複合的な地域福祉課題への対応 56 5.9 1.3

40 ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ･共生社会の実現 20 2.1 0.5

41 地域防災体制･意識の強化 76 8.0 1.8

42 自然災害や感染症ﾘｽｸへの備え 94 9.9 2.2

43 公共施設の計画的な維持管理 51 5.4 1.2

44 ｺﾝﾊﾟｸﾄなまちづくり 44 4.6 1.0

45 地域公共交通の充実 127 13.4 3.0

46 市民参画･市民協働の促進 13 1.4 0.3

47 ｽﾏｰﾄ自治体の実現 27 2.8 0.6

48 DX推進 19 2.0 0.4

49 行財政改革 23 2.4 0.5
その他 50 その他 36 3.8 0.9

948

4,233

地域ブラン
ド・観光・
交流

地域社会

医療・介
護・保健・
福祉

防災・イン
フラ・都市
計画

行政運営・
参画協働

合計（回答人数）
合計（回答件数）
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②大事だと思うまちづくりのキーワード

＜合計回答数＞ ※５つまで回答

 大事だと思うまちづくりのキーワードは、「少子化対策」「医療体制
の充実」「産む環境の整備」「医療・介護人材の確保」「雇用対策・U
ターン就職促進」がベスト５。これらが

 社会潮流的には重要キーワードといえる脱炭素など環境・気候分
野や、DXなど行政改革分野の市民の関心は高くない

❶
❸

❷
❹

❺

その他の主なキーワード（抜粋）
教育現場の教師の負担軽減、教員の人材確保
高校卒業後の進学の金銭的な支援
お金に関する教育
農地の宅地化推進
住環境の整備（マンション、住宅地の整備）
空き家対策
道路整備
市のゴミ処理場の建設

❻

❼

❽

❾

❿
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全体 15-19歳 20-29歳 30-39歳 40-49歳 50-59歳 60-69歳 70-79歳

少子化対策 34.7 33.3 35.9 41.7 29.2 28.2 36.8 41.4

産む環境の整備 27.6 19.4 35.9 38.3 28.7 19.5 23.5 32.1
保育人材の確保 11.2 5.6 21.8 15.7 13.5 11.3 7.4 5.7
相談･支援体制の整備 10.6 11.1 12.8 18.3 9.6 8.7 11.3 5.7
特色ある教育 10.0 8.3 11.5 13.9 9.6 7.2 11.3 9.3
不登校対策 7.8 33.3 7.7 7.0 10.1 6.7 4.4 5.7
発達･特別支援の対応 6.3 13.9 1.3 12.2 8.4 6.7 3.4 3.6
ｲﾝｸﾙｰｼﾌﾞ教育の推進 2.6 0.0 3.8 3.5 5.1 1.5 2.5 0.7
子どもの貧困対策 13.1 27.8 10.3 14.8 14.6 11.8 13.7 8.6
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ技術の活用 8.2 16.7 14.1 14.8 10.7 6.7 3.9 2.9
文化･歴史･文化財の継承 6.8 8.3 3.8 3.5 4.5 8.2 7.4 10.7
ｽﾎﾟｰﾂの振興 5.2 5.6 6.4 5.2 9.0 6.7 2.5 1.4
課題解決型図書館､ 1.2 2.8 1.3 2.6 0.6 0.5 1.0 1.4
生涯学習･継続的な学び 3.5 11.1 1.3 1.7 1.1 5.6 4.4 2.9
雇用対策･Uﾀｰﾝ就職促進 24.0 13.9 21.8 27.0 23.6 26.7 22.1 25.0
地域内循環･ｴｺｼｽﾃﾑの促進 2.4 0.0 5.1 3.5 2.2 1.5 3.9 0.0
農林業の振興 16.0 16.7 3.8 9.6 13.5 15.4 23.0 21.4
商業･ｻｰﾋﾞｽ業の振興 13.0 11.1 16.7 20.9 11.8 14.9 10.8 7.1
工業､企業誘致の推進 12.2 0.0 9.0 5.2 14.0 14.4 14.7 13.6
稼ぐ力の向上､労働生産性の向上､高付加価値化 8.8 5.6 14.1 9.6 9.6 7.7 8.3 7.1
AI･ﾛﾎﾞｯﾄ化 2.5 2.8 2.6 0.9 5.1 2.6 2.0 1.4
気候変動への対応 8.0 5.6 5.1 5.2 3.4 10.3 11.3 10.7
脱炭素(ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ)の推進 3.0 5.6 1.3 0.0 1.7 2.1 6.9 2.9
ｸﾞﾘｰﾝ成長戦略への対応 0.7 0.0 1.3 0.0 0.0 1.0 1.0 1.4
再生可能ｴﾈﾙｷﾞｰの導入 5.6 5.6 3.8 2.6 5.6 5.6 7.8 5.7
ｼﾋﾞｯｸﾌﾟﾗｲﾄﾞ､市への愛着の醸成 3.0 5.6 1.3 3.5 1.7 4.6 1.5 4.3
塩尻地域ﾌﾞﾗﾝﾄﾞの確立 10.4 2.8 9.0 7.8 12.9 11.8 9.8 10.7
ﾜｲﾝ･漆器など地場産業の振興 7.6 19.4 10.3 4.3 3.9 8.7 7.8 8.6
観光資源の磨き上げ 5.6 8.3 3.8 2.6 6.2 7.2 8.3 1.4
稼げる観光地づくり 11.9 5.6 11.5 18.3 10.1 12.3 11.8 10.7
塩尻ﾌｧﾝや関係人口の獲得 4.9 2.8 2.6 6.1 9.0 5.1 3.4 2.1
自治会組織の見直し 14.4 8.3 5.1 12.2 18.5 13.8 13.2 20.0
住民同士の支え合い 7.9 2.8 6.4 2.6 3.9 7.7 10.3 16.4
自助･互助･共助･公助の整理 2.9 0.0 1.3 0.9 3.4 3.1 2.9 5.0
医療体制の充実 31.7 27.8 23.1 38.3 36.0 31.3 29.4 30.7
医療･介護人材の確保 24.8 19.4 16.7 16.5 21.9 29.7 27.9 30.0
介護予防･健康寿命の延伸 10.3 5.6 2.6 7.8 7.3 13.3 10.3 17.1
障がい者の社会参加促進 4.3 2.8 5.1 0.9 5.1 5.6 4.4 4.3
複合的な地域福祉課題への対応 5.9 2.8 1.3 0.9 7.3 9.2 6.9 5.7
ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ･共生社会の実現 2.1 0.0 0.0 0.9 3.4 3.1 3.4 0.0
地域防災体制･意識の強化 7.9 8.3 3.8 3.5 7.3 7.2 12.7 8.6
自然災害や感染症ﾘｽｸへの備え 9.9 0.0 6.4 6.1 10.1 11.8 11.3 12.9
公共施設の計画的な維持管理 5.4 11.1 2.6 2.6 4.5 5.6 7.8 5.0
ｺﾝﾊﾟｸﾄなまちづくり 4.7 0.0 5.1 0.9 3.4 6.7 5.9 5.7
地域公共交通の充実 13.4 13.9 14.1 7.8 12.4 16.4 13.7 14.3
市民参画･市民協働の促進 1.4 0.0 0.0 0.0 1.7 1.0 1.0 4.3
ｽﾏｰﾄ自治体の実現 2.9 0.0 7.7 0.9 2.2 1.5 2.9 5.0
DX推進 2.0 0.0 3.8 1.7 2.2 2.1 1.0 2.9
行財政改革 2.4 0.0 2.6 2.6 2.8 1.0 2.9 3.6

その他 その他 3.8 5.6 2.6 4.3 5.1 4.6 3.4 1.4

(回答人数） 946 36 78 115 178 195 204 140

子ども・

子育て

学校教

育・家庭

支援

伝統・文

化・ス

ポーツ・

生涯学習

地域経

済・産

業・就労

環境・気

候

地域ブラ

ンド・観
光・交流

地域社会

医療・介

護・保
健・福祉

防災・イ

ンフラ・
都市計画

行政運
営・参画

協働
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＜年代別の合計回答数の比較＞ ※割合は各年代の回答人数ベース

全体の割合に比べ
１０％以上高い

年代別の傾向をみると、
 10代で「不登校対策」や「子
どもの貧困対策」など学校
教育・家庭支援分野のキー
ワードが、全体よりも高い傾
向がみられる。

 30代と高齢層で「少子化対
策」、30代では「産む環境の
整備」のキーワードをあげる
人が多い。

 高齢層で「自治会」関連や
「医療・介護」関連が全体よ
りも高い傾向がみられる。

全体の割合に比べ
5％以上高い

❶
❸

❺

❷
❹
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③まちづくり分野別の充実度評価

 各分野の充実度（充実している＋やや充実している）は「子ども・子育て」「地域ブランド・観光・交流」「伝統・文化・スポーツ・生涯学習」の順
で高い。

 逆に、投資分野として多くの人が重要としている「医療・介護・保健・福祉」「地域経済・産業・就労」で低評価が多くなっている。
 「学校教育・家庭支援」「行政運営・参画協働」「子ども・子育て」分野は２割以上の市民がわからないと答えており、市の取組が見えていな
い可能性がある。

①

②

③
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未回答
1%

どちらかと
いえば満足
している
47%

満足してい
る
18%

どちらかと
いえば不満
である
9%

非常に不満
である
1%

どちらとも
いえない
24%
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④塩尻市の暮らし満足度

満足度 度数(人) 割合(％)

満足 86 18.8

どちらかといえば満足 240 52.5

どちらともいえない 94 20.6

どちらかといえば不満 30 6.6

不満 6 1.3

無効回答 1 0.2

合計 457 100.0

第5次（H25） 第4次（H15）

暮らし満足度
62.2％

＜経年比較＞

暮らし満足度
71.3％

暮らし満足度
65％

 暮らしの満足度は第５次の調査時
より５ポイント以上、減少している。

 また、R3年度塩尻市市民意識調
査時（R4.1)の暮らし満足度は
74.0％であり、今回の調査結果は
通常の意識調査よりも厳しい満足
度評価となっている。

R3年度市民意識調査

暮らし満足度
74.0％
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【参考】第4次総時（H15）の塩尻イメージ

（３）塩尻市の魅力と特徴～ブランドイメージ

①まちのイメージ（塩尻市）

今回調査の塩尻イメージ（あてはまる＋ややあてはまるの合計値）

【注】近隣地域と塩尻市についてどのようなイメージを強く持っているか、６地域
（塩尻、松本、朝日・山形・波田、安曇野、木曽、岡谷・諏訪）それぞれ2項目まで選択
する設問。今回調査と聞き方が異なるため、単純な比較はできない

【注】上記の全15項目について、４地域（塩尻市、松本市、安曇野地域、諏訪地域）そ
れぞれどの程度あてはまるかを選択する方式。

 住みやすい生活環境、農林業、製造拠点が集積、歴史・文化遺産が4割を超え、塩尻市のイメージの上位となっている。
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＜「あてはまる＋ややあてはまるの合計」の地域間比較＞ ※塩尻市の降順

まちのイメージを松本市、安曇野地域、
諏訪地域との比較をしたもの

 塩尻市のイメージでは70％以上と
なるような強いイメージがない。

 塩尻市民の松本市に対するイメー
ジは際立っている

 イメージが観光資源・レジャーは特
に他の3地域と大きく差がある

まちのイメージ（近隣地域との比較）

70%
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②塩尻市の「よいところ」「改善すべきところ」

＜良いところ・改善すべきところのイメージ項目＞（各３つまで）

良いところ・改善すべきところを具体的
に挙げたイメージ項目の量をみたもの

 良いところとして最も多くあげられ
たのは「住みやすい生活環境」、次
いで「交通環境」「子育て環境」「歴
史・文化遺産」「農林業」の順。

 改善すべきところは、「観光・レ
ジャー」「商業機能」「交通環境」が
多くあげられている。

 「交通環境」は良いところとして評価
する声もあるが、改善すべきところ
としてもあげられている。
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➂塩尻市らしさのキーワード（「○○」といえば塩尻市）の想起状況

単語出現頻度
※文章中に出現する単語の頻出度を表す。「スコア」の大きさは、与えられた
文書の中でその単語がどれだけ特徴的であるかを表す。

ワードクラウド
※スコアが高い単語を複数選び出し、その値に応じた大きさで図示したもの。単語の色は、青色が名詞、赤
色が動詞、緑色が形容詞、灰色が感動詞を表す。

 塩尻市らしさのキーワードとして、最も多くあがった単語が「ワイン」で他を大きく引き離している。
 次ぐ「ぶどう」と合わせて、ワインとぶどうは、多くの市民が想起する塩尻らしさといえる。
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（４）塩尻市民のシビックプライド

①「自分のまち」としての愛着

愛着 度数(人) 割合(％)

感じる 172 37.6

少しは感じる 163 35.7

どちらともいえない 56 12.3

あまり感じない 57 12.5

全く感じない 8 1.8

無効回答 1 0.2

合計 457 100.0

すこしは感
じる
33%

未回答
1%

感じる
37%

あまり感じ
ない
13%

まったく感
じない
2%

どちらとも
いえない
14%

愛着度
76.3％

愛着度
73.3％

愛着度
70％

②「他の地域の人たちに誇れるまち」
だと感じるか

第5次（H25） 第4次（H15）

＜経年比較＞

誇れる
53.7％

 愛着度は第5次の調査時よ
りも３ポイント増加し、
76.3％

 他の地域の人たちに誇れるとする
市民は53.7％で過半数にのぼっ
ている。

【参考】市民意識調査の類似設問
「塩尻市を誇りに思うか」（そう思う・計）

そう思う・計（％）

H27 51.1

H28 47.0

H29 47.7

H30 48.3

R1 49.4

R2 49.4

R3 53.0
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（５）都市像の評価

①現在の都市像の達成度

『ともに築く 自立と創造の田園都市』

都市像 度数(人) 割合(％)

現在のままで良い 316 69.1

一部変えたほうが良い 81 17.7

まったく変更したほうが良い 13 2.8

無効回答 47 10.3

合計 457 100.0

②都市像の変更の必要性

『確かな暮らし 未来につなぐ田園都市』

【参考】第5次（H25）

達成できている
42.1％

 都市像を達成できている＋少しは達成できている
と評価する市民は42.1％

 どちらともいえないという回答も約4割と多い。

 「現在の都市像でよい」とする回答が半数を超え
てはいるが、前回の『ともに築く 自立と創造の田
園都市』の時に比べ、「一部変えたほうがよい」と
いう意見が増えており、変更意見も少なくない。



意見の地図2022

生活保護が多い

前
提

現
状

恵まれた自然・
地勢条件

長い日照時間 使いやすい平坦地 水源の確保

アルプスが美しい

高ボッチまでスグ美味しい空気 豊かな里山四季のメリハリ 災害の少なさ

伝統行事・文化
地域つながり

人 コミュニティ

勤勉な人柄 外部に対して排他的

相互扶助の精神

おとなしい 国道の結節点

高速道路

特急停車

中仙道
（宿場町）

交通の要衝

住
む

暮らしやすい
田園都市

特徴・知名度
に欠けるまち協

働
・

市
民
参
画

子育て
環境

特色のある高校

人柄がよい 産業のバランス
がよい

住環境がよい

平出遺跡 短歌

自校給食

子育て支援が充実

情報発信が弱い

自然豊か

周辺に「いいところ」を
持っていかれがち

素晴らしい
教育環境

通勤通学に便利

治安がよい

生活快適

空き家の増加

老人福祉
施設が多い

就業率高い

高齢者が
元気

高齢者・
障害者に親切

高齢化

住みやすい
まち

地価が安い

買い物便利

職住近接

家が持てる

福祉充実

市民活動
が活発

人と人との絆が強い

会議など市民の声が
反映されている

積極的な人と
消極的な人の二極化

ボランティアが負担

民間・市民の活用が不足

子どもが素直で明るい

遊び場・図書館がある

少子化

自治会活動が

活発

役員・行事が負担

地域のつながりが
弱くなってきている

歯科医が多い

総合病院が
ない

医療は不足

産科がない

小児科が少ない

高齢者
福祉

たべものがおいしい
求人倍率高い

女性の就業率高い

就労
若者の就労

出産後の再就職
防災対策の不足

自然と暮らしの調和

働
く

中小企業に厚み

大企業に依存

研究開発
施設が少ない

ぶどう

工業
（製造業）

商業
大企業の拠点

農業の衰退 国道沿いは発展

農村の過疎化農業

立地条件よい

農業出荷額高い

生産性高い

高原野菜

スーパーや日用品の店
は充実 資源を活かせていない

（チロルの森など）

まちに活気がない
不安定な環境

学
ぶ
・
楽
し
む

えんぱーく
図書館の充実スポーツ

社会体育が充実

文化 生涯学習

宣伝不足

単発的

マンネリ化

ブランド
・産品

松本・諏訪に
買物に行く

観光

奈良井宿

高ボッチ

技術力の高い
企業が多い

観光資源が少ない

PRの不足・弱い

ワイン

ぶどう

漆器 ブランドイメージ
が弱い

山賊焼き

中心市街地に
施設が集中

産業誘致の
成功

自然と農・工・商
宅地の共存

インフラ整備 交通の便よい＝流通のよい充実した情報通信基盤生活基盤の整備
滞留せず、通過されてしまう

上下水道整備

本数少ない

すてっぷくん

公共交通

商店街がさみしい

土地利用計画が
実態とあっていない

都市計画

レジャー
商業施設がない

レジャー施設がない中心市街地
がさびしい

若者が集まる店がない

中心市街地

市北部の人口増加

パチンコ店が多い

活気なく退屈

施設の老朽化

道路整備

子ども広場

周辺部は過疎化

公民館活動充実

学習環境が充実

文化芸術活動盛ん

短歌館有名

レザンホール

地域文化を市民が知らない

イベント充実

玄蓄祭

ハロウィン祭

ワイナリーフェスタ

市の強み、よい特徴

市の弱み、改善すべき特徴

人によって評価が異なるなど
決定的な弱みではないが、
改善の余地があるもの

白

黒

灰

大学・専門教育機関がない

ワイナリーフェスタ

ユメックスアリーナ

斬新な取組（AI）

奈良井宿

KADOの取組

大型施設がない

自然や景観を活かした
まちづくり

地域活動が時代
に合っていない

健康づくり活動が盛ん

地域差が大きい

交流の拠点

情報化

ICT化・DXの推進

コロナ対応が早い

新規追加ワード

創業
支援

スナバ

SIP

官
民
連
携

民間との
価値共創

地域連携協定

産学連携

歴史が薫る

大きな公園がない市民プールがない

DX
推進

林業

Fパワー

山のお宝

森林公社

移住者の増加

今回のアンケートの回答概要や、自由意見などもとに
意見の地図をつくりました。
塩尻市はどんなまちといえるでしょう？
10年間で変わったところ、変わらないところはどこで
しょう。
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えんてらす

（６）


